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新理事長・学長にきく 新入生の皆さんに贈る
応援メッセージ

下宿先の寮母さん（左）と小杉さん（右）

「日韓交流スピーチ大会」の授賞式の様子。
写真中央左が小杉さん

4月1日（月）～7日（日）
4月1日（月）～5日（金）

4月2日（火）
4月 2日（火）～5日（金）

4月8日（月）
4月8日（月）～19日（金）

6月14日（金）
7月15日（月・祝）

7月16日（火）～18日（木）
7月23日（火）～ 8月 5日（月）
8月6日（火）～ 9月30日（月）

前期（４月１日～９月30日）
春季休業
在学生健康診断
入学式
オリエンテーション・ガイダンス
前期授業開始
前期履修手続期間
開学記念日（授業実施）
月曜日の授業実施
前期補講日
前期定期試験
夏季休業

氏名
青木　信之
若林　真一
岩井　千秋
吉川　　元
井上　智生
竹澤　寿幸
前田　香織
北村　俊明
吉田　幸弘
神原　信幸

役職名
理事長・学長

理事・副学長（企画・戦略担当）
理事・副学長（教育・研究担当）

広島平和研究所長
副理事（入学試験・就職担当）

副理事（社会連携担当）・社会連携センター長
附属図書館長

情報処理センター長
芸術資料館長

国際交流推進センター長

区分

昇任

新任

転任

退職

氏　名
金　　泰旭
渡辺　智恵
田中　輝雄
岩田　一貴
新　　浩一
倉内　　啓
今江　秀和

ヤロスラブ，シュラトフ
李　　　玲
今村　雅弘
吉川　　元
神原　信幸
瀋　　俊毅
野崎　亜紀子
浅田　尚紀
佐野　　学
寺内　　衛
北田　克己

シェラー，クリスチャン
富永　憲生

ミハイロバ，ユリア
伊藤　史朗
生岩　量久

　　　　　　　　 職　名
国際学部教授（4月１日付け）
国際学部教授（4月１日付け）
情報科学研究科教授（4月１日付け）
情報科学研究科准教授（4月１日付け）
情報科学研究科講師（4月１日付け）
芸術学部教授（4月１日付け）
国際学部講師（4月１日付け）
国際学部講師（4月１日付け）
国際学部講師（4月１日付け）
芸術学部准教授（4月１日付け）
広島平和研究所教授（所長）（4月１日付け）
国際交流推進センター特任教授（センター長）（4月１日付け）
国際学部准教授（3月3１日付け）
国際学部准教授（3月3１日付け）
情報科学研究科教授（3月3１日付け）
情報科学研究科教授（3月3１日付け）
情報科学研究科准教授（3月3１日付け）
芸術学部教授（3月3１日付け）
広島平和研究所教授（3月3１日付け）
国際学部教授（3月3１日付け）
国際学部教授（3月3１日付け）
情報科学研究科教授（3月3１日付け）
情報科学研究科教授（3月3１日付け）

ユニークな取組紹介活躍する市大人
卒業・修了作品展 氏名（敬称略）

　
　  学　位
博士（情報工学）
博士（情報科学）
博士（情報工学）
博士（芸術）

井田 悠太
藤ノ木 健介
竹内 麻利央
黒田 大祐

氏名（敬称略）
　

　  学　位
博士（情報工学）来山 和彦

平成25年４月、国際学部
の青木信之教授（写真）
が、理事長兼学長に就任
しました（任期：平成25年４
月１日から平成29年３月31
日まで）。今回、青木理事
長兼学長に就任に当たっ
ての抱負などをうかがいま
した。

―理事長兼学長就任にあたっての抱負をお願いします。
広島市立大学は、「科学と芸術を軸に世界平和と地域に貢献する
国際的な大学」を建学の基本理念に平成６年に開学しました。以
来18年が経過し、人に例えれば、もうすぐ20歳の成人になろうとし
ています。
この節目に理事長・学長に就任するに当たり、まず大事にすべき
方向として、「市民の誇りとなる大学」ということを掲げたいと思い
ます。丁寧な教育、ユニークな研究や社会貢献の取組みを軸に、
在学生、卒業生、保護者、そして広島市民にとって、本学が広島
市にあるということが誇りに思え、広島市になくてはならないと思え
るような大学にしていく、このことを基本的な方向性としたいと考え
ています。
その方向性の下、重点的に取り組む事業の一つとして、「国際交
流の更なる活性化」を掲げています。国際交流推進センターの設
置、短期留学から長期留学まで学生が参加しやすいプログラムの
整備、そして留学生のための寮の整備など、留学生の派遣及び受
入をより促進する環境を整備したいと思っています。
次に、「授業外の学習を支援するための環境整備」を考えていま
す。具体的には、附属図書館、語学センター、情報処理センターな
どに加えて学生会館において授業外にグループ学習などが楽しく
できるような環境を整備したいと思っています。学生同士で議論し
ながら何かを作り上げていくとき、学生たちが大きく伸びると考えて
いるからです。
学外における取組みとしては、附置研究所である広島平和研究所
の移転前のスペースを利用して、本学初のサテライトキャンパスを
開設します。ここでは特にCALLを使った英語学習や各学部の公
開講座など、市民の皆さんに本学ならではの学習機会を提供した
いと思っています。また学生の皆さんが自主的に行っている様々な
活動、外国人に対する日本語教室や、ご年配の方などを対象とし
たパソコン教室なども、このサテライトキャンパスを中心に活動して
欲しいと思っています。メインキャンパスに通う大学生、大学院生だ
けでなく、広島市のご家庭の一家に一人はなんらかの形で広島市
立大学で学んでいる、そういった大学でありたいと願っています。

―新入生を始めとした本学学生、保護者等の皆様へメッセージを
お願いします。
「市民の誇りとなる大学」を作り上げていくということは、「在学生や
卒業生自身が誇りに思う大学」、また我々教職員自らも「誇りとする
大学」を作り上げていくことに他なりません。大学がまだ希少で、そ
の教員や学生が地域の人たちから愛されていた頃のイメージ、そう
いった大学にしていきたいと思っています。我々教職員もこの節目
に大きく発展するよう全力を尽くしますので、主役である学生の皆さ
んは、思う存分学び、体験し、表現し、そして動いて欲しいと思って
います。保護者の皆様におかれましても、本学の活動や学生達の
活動を温かく見守っていただきたいと思います。

大学生活を有意義なもの
にしましょう。

ふたむら　ひでお

国際学部長　二村 英夫
新入生の皆さん、ご入学おめでとうございま
す。広島ばかりではなく全国からあるいは海
外から入学を果たした方もおられるでしょう。
さて、大学生活を有意義に過ごすために

は、どのようにすれば良いでしょうか。英語や第２外国語の語学力を
磨き短期・長期の海外留学を果たす、スポーツ、文化、ボランティア
等のクラブ・サークル活動に励む、専門ゼミの学習や活動を通じて
専門能力を磨いたり、地域貢献をするなど、明確な目的を持って大
学生活をスタートするのが良いです。アルバイトだけの大学生活で
終わるのは空しいです。
何か話したいことなどありましたら、気軽に私の研究室を訪ねてきて
ください（国際学部棟研究室５２０です）。

夢の実現に向けて
や　の　　たくお

情報科学部長　矢野 卓雄
新入生の皆さん、ご入学おめでとうございま
す。
多くの諸君が4年、6年後、社会へ飛び立
ちます。世界は皆さんを必要としています。
夢の実現へ向けて、大学・大学院時代にす

べきことに全力で挑んで下さい。
また、心身の健康を維持するための学識と方法を習得してください。
適切な栄養バランス、適度な運動、質の高い睡眠、自分に合ったス
トレス解消に留意し、いつも最良な状態で勉学に励んで欲しいと思
います。さらに、沢山の友達をつくり、切磋琢磨して楽しい学生生活
を送ってください。
最後に、今までもこれからも自分を支えてくださった方々に「お陰様」
の感謝の気持ちを忘れないでください。
皆さんの夢の実現に向けて、諸先輩方とともに教職員一同、応援
します。頑張ってください。

夢を育む創作・研究を
まえかわ　よしはる

芸術学部長　前川 義春
春の萌える木々の息吹は、真に新入生の
皆さんの初 し々い姿と重ねあわせることが
出来ます。将来への限りない可能性を秘め
た皆さんのご入学を、心よりお喜び申し上
げます。

皆さんはこれから芸術の様々な分野で、専門的な知識や技術を学
んでいくことになります。先生方も毎日、自分の夢に向かって創作に
没頭しており、皆さんはこれらの経験から生まれた知識を学んでいく
とともに、まだ誰も見たことのない自らの世界を創っていかねばなり
ません。まずは日々の授業での制作や講義を精一杯やり抜くこと。
そして深さだけではなく幅広さも同時に身に付けること。深く、広い
創作上の思考の中で、私たちに新たな世界を見せてくれることを期
待しています。

平成24年度学生表彰

学長奨励賞
受賞条件

芸術学研究科（博士前期課程）絵画専攻２年
さかい　 か  よ

酒井 華代
全国規模であり具象画壇の登竜門的コンクール「第15回新生展」
で「新生賞」を受賞。

情報科学研究科（博士前期課程）知能工学専攻２年
かめしま  しょうへい

亀島 翔平
国際ワークショップ「IIEEJ 3rd Image Electronics and Visual 
Computing Workshop（IEVC2012）」で「IEVC2012 Excel-
lent Paper Award（優秀論文賞）」を受賞。

国際学部国際学科４年
こすぎ　 な　か

小杉 奈夏
在大韓民国日本大使館主催の「日韓交流スピーチ大会」で「優秀
賞」を受賞。

「学生顕彰」の受賞者については、本学ウェブサイト「トップペー
ジ」＞「キャンパスライフ」＞「学生表彰・その他の学生支援」＞
「学生表彰制度（募集案内含む）」をご覧ください。

●学術研究活動により、学外において特に高く評価されるなど、顕著な業
績を挙げたと認められるもの　●文化・芸術・スポーツ分野（全国レベル
の大会に限る。）又は人命救助等の社会活動により、学外において高く
評価されるなど、顕著な功績・成績を挙げたと認められるもの　●上記と
同等以上の表彰に値する行為があったと認められるもの

本学では、学内外で顕著な活動をした学生に対する表彰制度を設けています。平成24年度は、以下の学生が「学長奨励賞」を受
賞しました。

※学年は受賞当時

想いを伝えること
「いちだい知のトライアスロン」は、大学生に求められる自ら「知
る」「考える」「伝える」能力を身につけるために、授業や学生生
活の中で「読書・映画鑑賞・美術鑑賞」を奨励するユニークな取
組みです。ここではその取組みの概要を紹介します。

在学生、卒業生を問わず、国内外の数多くの分野で活躍する「市大人」。その中から、顕著な活動を行っている人を紹介します。

小杉さんは、大学２年生の時から韓国語を学び始め交換留学生
として韓国に留学する中、現地（韓国）で行われた「日韓交流スピ
ーチ大会」で優秀賞を受賞しました。そこで、小杉さんに韓国語を
学び始めたきっかけや留学して良かったことなどを伺いました。

詳しくはWebへ

▶

http://triathlon.hiroshima-cu.ac.jp/

単位として認定される「スタートアップコース」、「チャレンジコース」、そし
て在学期間を通じて自分のペースで取り組む「トライアスロンコース」と
いう３種類のコースを設けています。学生が自分で選んだ図書や教職員
の推薦図書だけでなく、映画や美術展覧会の鑑賞も取組対象に含まれ
ます。

授業の中で単位として認定

附属図書館、語学センター、芸術資料館では、学生がより多くの作品に
挑戦できるよう、教員推薦作品や関連資料などを紹介するほか、映画上
映会、美術展覧会、出張講座等を企画・実施しています。

附属施設がサポート

この取組みで大きな役割を果たしているのが専用のウェブサイトです。本
ウェブサイトでは、本学教職員の推薦による図書、映画、美術展覧会の
作品を掲載しているほか、学生の感想レポート等に教職員がコメントを返
信するシステムになっています。学生と教職員が、学部を越えて交流でき
る体制を整えています。

Webシステムの活用
―韓国語の勉強は大学２年生から始めたそうですね。
２年生の後期に、自分が３年生から所属するゼミとして、金泰旭先生のゼミ
を選択したのが、韓国語を学ぶきっかけとなりました。金ゼミは積極的に社
会とかかわる活動をしていたことがゼミ選択の理由でしたが、先生も韓国の
方ですし、金先生のゼミには韓国からの留学生もいたので、その機会を利
用して、韓国語を学び始めました。
　
―金先生のゼミを選択した
ことで、韓国語を学ぶ環境
に恵まれたということでしょ
うか。
金ゼミでは、韓国語を使うこ
とがありましたし、金ゼミで参
加した「広島観光プロジェ
クト」では、韓国から来た観
光客にインタビューをする機
会がありました。そういった

中で、韓国語をもっと話せるよう
になりたい、と自然に思うように
なりました。
　
―留学して良かったことは何で
すか？
留学先の梨花女子大学には、
さまざまな国から来た留学生が
いました。学生寮での最初のル
ームメートはドイツ人で、それから、
タイ、アメリカ、台湾の学生たち
とも仲良くなり、韓国語や英語を通じて話をしていました。韓国語が母語で
ない者同士、伝え合おうという姿勢で韓国語を習得する良い機会となりまし
た。また、梨花女子大学では、留学生をマンツーマンでサポートする「バディ
ー制度」があり、梨花女子大学の学生が私をサポートしてくれていました。
「日韓交流スピーチ大会」での原稿についても、バディーから良いアドバイ
スをもらえたことが、受賞につながったと思います。
　
―スピーチ大会で気を付けたことを教えてください。
原稿をしっかり覚えて、あとは気持ちを込めて表現するだけでした。その当時、
私は韓国文化にもっと触れたいと思い学生寮を出て下宿生活をしていて、
その時に感じたことをスピーチしました。母親のように料理や韓国語を教え
てくださった下宿先の寮母さんが大会を見に来てくださったので、寮母さん
への私の感謝の想いが、審査する方にも伝わったのだと思います。
　
―最後に、後輩へのメッセージをお願いします。
やりたいと思ったことは、後悔しないよう、ぜひやってみてください。その時に
自分が選んだことなので、自信をもって、いろんなことに挑戦してほしいと思
います。

国際学部国際学科４年　小杉 奈夏さん
こ　すぎ　　な　 か

小杉奈夏（こすぎ・なか）
国際学部国際学科４年。金泰旭ゼミ所属。「日韓広島マダンスピーチ＆交
流大会」での大賞受賞と、「広島観光プロジェクト」でプロジェクトリーダーを
務めた国際交流貢献が評価され、平成23年度広島市立大学学生顕彰を
受賞。また、韓国の日本大使館で開催された「日韓交流スピーチ大会」で
優秀賞を受賞したことが評価され、平成24年度広島市立大学学長奨励
賞を受賞。

学生の感想
先生からの返事がなければ、感想レポートはただ自分の思いを整理す
るだけのものになってしまいますが、返事があることで他人の意見を知
り、考えを深めることができます。知のトライアスロンは、さまざまな作品
に触れて自分の視野を広げるだけでなく、自分のペースでいろいろな
先生とやり取りできるとてもいい取組みだと思います。

みやむら　あいこ

（国際学部２年 宮村 愛子さん）

教員の感想
要領が良く、頭の回転が早い者だけが良い人生を歩めるわけではな
いと思います。宮村さんへの回答文もそう思いながら書きました。知の
トライアスロンにおける学生と教員間のネットによる交流ですが、日頃
思っていることを伝えることができました。学生の皆さんが、広島市立
大学で力をつけて、良い人生を歩まれることを願っています。

いしだ　 けんじ

（情報科学研究科 石田 賢治教授）

教職員が図書、映画、
美術展（美術作品）を推薦

推薦（担当）教職員が
コメントを返信

学生が図書、映画、
美術展覧会を鑑賞し、
感想レポート等を提出

いちだい知のトライアスロン 検  索

平成25年度  学年暦（前期）

役員等選任（変更分）

「WEST BREEZE」へのご意見・ご感想を募集します

教員の人事異動

広島市立大学企画・広報委員会
○E-mail： kikaku@office.hiroshima-cu.ac.jp
○Tel： 082-830-1666　○Fax： 082-830-1656
「WEST BREEZE」のバックナンバーは、大学ウェブサイト「大学紹介」＞
「大学広報」＞「広報誌「WEST BREEZE」」に掲載しています。

この本  ～教員の著書紹介～
平和研究所　河上暁弘 講師
『平和と市民自治の憲法理論』
2012年10月、敬文堂

おめでとうございます
■本学大学院における博士学位
　取得者（H24年度 春季修了）

■本学大学院で認められた論文
　博士学位取得者
　（H24年度 春季修了）

市大ニュース
■広島赤十字・原爆病院に本学学生の作品が展示されています
広島赤十字・原爆病院と本学は、学生の卒業・修了制作作品の中から、
「広島赤十字・原爆病院賞」を授与する協定を締結しています。2012年
11月、第１回目の受賞作品として、飴本崇久さん（芸術学研究科（博士
後期課程）総合造形芸術専攻１年）の作品「野朝顔」が選考され、同院
内に展示されています。

※学年は受賞当時
■カープアカデミーへのインターンシップに参加した国際学部の学生
が帰国報告
2013年２月、広島東洋カープ企業インターンシップとしてドミニカ共和
国・カープアカデミーに派遣されていた森本絵理さん（国際学部３年）が
学生や教職員に対してインターンシップ報告会を開催しました。

※学年は帰国当時
■芸術学部の学生たちが「MUSIC CUBE」に映像作品を提供し
ました
芸術学部デザイン工芸学科メディア造形分野の学生たちが、広島テレ
ビ主催の音楽イベント「MUSIC CUBE」に映像作品を提供しました。学
生たちが制作した映像作品は、テレビ番組「MUSIC CUBE13」でも紹
介されました。

■卒業式・学位記授与式
2013年３月22日（金）、平成24
（2012）年度広島市立大学卒
業式・学位記授与式が挙行され、
晴れて卒業を迎えた卒業生373
名及び博士前期・後期課程修了
生128名に学位記が授与されま
した。
■平成25年度から平和学の博士号取得が可能に
本学大学院国際学研究科では「平和学」に関する教育課程を設けてい
ます。これにより、従来の修士（平和学）の学位に加え、平成25年度入
学生から博士（平和学）の学位が取得できるようになりました。

■平成25年度から「臨床情報医工学プログラム」がスタート
広島大学、広島工業大学、広島国際大学と本学の４大学連携により、
医療系・情報系・工学系の異分野を融合した「臨床情報医工学プログラ
ム」を平成25年4月からスタートします。

■2013年度オープンキャンパス開催のお知らせ
2013年度は、６月23日（日）【プレ・オープンキャンパス】、８月４日
（日）【オープンキャンパス】、10月26日（土）【ミニ・オープンキャン
パス】に開催します。

広報誌名
広島市立大学広報誌「WEST BREEZE」は、今号からリニューアル
し、表紙タイトルも「W.B.」（「WEST BREEZE」の略称）に改めました。
なお、「WEST BREEZE」は、広島市立大学のある西風新都にちな
んで命名されました。
編集人／若林 真一
発行日／平成25年（2013年）４月1日
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卒業制作優秀作品

平成25年3月2日（土）から7日（木）までの間、広島市現代美術館
及び本学において、平成24年度の卒業制作と修了制作の作品
展が開催されました。日本画、油絵、彫刻、デザイン、工芸の作品
が展示され、多数の来場者がありました。なお、卒業制作のうち優
秀作品が３点、修了制作のうち優秀作品が4点選出されました。ま
た、４点の作品が買上作品（芸術資料館収蔵）になりました。

日本画 「つちのなり」
浅埜 水貴（卒業制作）

買上作品

視覚造形「白物語「サッちゃんの冒険」シリーズ」
高橋 はるか（卒業制作）

〈買上作品〉
■ 日本画 「つちのなり」 浅埜 水貴（卒業制作）
■ 油絵 「望まれた愛は風に消える」 五嶋 千絵（修了制作）
■ 彫刻 「ここではないどこか」 中島 晴子（卒業制作）
■ 視覚造形 「白物語「サッちゃんの冒険」シリーズ」
　　　　　　　　　　　　　　　　高橋 はるか（卒業制作）

油絵 「未生」
森井 崇正（卒業制作）

彫刻 「ここではないどこか」
中島 晴子（卒業制作）

修了制作優秀作品

日本画 「籠唄」
菅原 有加（修了制作）

油絵 「望まれた愛は風に消える」
五嶋 千絵（修了制作）

彫刻 「コーラス」
山川 真紀（修了制作）

メディア造形「di vision」
宮定 亨昌（修了制作）


